

































































































を示しており、ここから やしな 」が「 しない」とは異な 単一形態素であることがわかる。








































































































ええ。うちは何 影響も｛＃あ やしなかっ／ ｝たよ






































































12） ） 、 部分的に肯定の余地を残したり（→（
14ａ） （
15ａ） ）する場合に自然さを欠く。

























































































































以上の考察から、 「やし い」が「はしない」とも「ない」とも異なる独自の否定形式であること、 すなわち「は
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